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 解析当番制導入の経緯と概要

 解析用計算機システムの紹介

 解析ソフトVEDAの現状

 解析当番による結果と進捗

 今後の課題

発表内容



 目的

 解析のルーチン化により、効率アップを目指す

 運用

 2009年4月から試験的運用

 毎週月曜日に解析グループの会議（進捗、バグ報告など）

 体制

 責任者 廣田：当番の割り当て、データの割り当て、

運用グループ会議、その他結果などのとりまとめ

 当番担当者 計２３名：一人当たり２～６週

教授、技術系職員以外は全て（院生含む、鹿大メンバー含む）

当番制の概要



 基本方針

 AOC当番と合わせて負担を全員で

 全位置天文観測データを必ず当番が処理（PIに占有させない）

 当分１週間で２名、土～金曜日に相関処理されたデータを解析

 当分は論文化されたデータを各当番で２観測処理

 当番中に終わらない場合は、各自で努力（ペナルティはなし）

 共同利用との関係

 共同利用データはPIが占有権

 相関処理後ただちに解析当番にまわることはない

 ただし、相関処理後１８か月でオープン

解析当番の方針



 VERAグループで昨年度から新計算機システム導入

 ファイルサーバー：IBM(AIX)、9TB*3

 高速解析装置： Linux(Redhat)×６台、各2TB

 ソフト相関器

 NISサーバー

 テープライブラリ

 旧システムからディスク（ファイルサーバー）

 1観測あたり約3GB×２（FITS/CODA）程度使用

解析用計算機システム



解析用計算機システム

天文台用 鹿児島大用開発用 予備用

2.66GHz*8,
49GB-MEM,
500GB*4 



 ソフトWG開発のオリジナルのツール群

 不都合のないデータについてはほぼデバッグ終了

 AIPSほどは細かい機能はない

 特徴

 パラメータファイルを編集し、タスクを実行

 コマンドラインでの処理

 パイプライン化が容易

 Linux上で動作

 独自開発のライブラリがあるので、移殖は当分困難？

VEDA



 特徴

 いくつかのタスクの結果を出す

 フリンジサーチ

 スペクトル

 マッピング

 再計算についての説明

VEDA
一次処理部

共通系： CCcoda 松下、官谷

位相補償解析 位置天文解析
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 パラメータファイル例：VERA_AmpCal.A.prm

 実行例：VERA_AmpCal

VEDA

CFS_DAT_HOME /scratch/data/r05140c/r05140c-no1/A/CODA
calib_name J0336+32
gain_file /usr/local2/veda/cfg/K-2006.gain
tsys_dir /scratch/data/r05140c/Tsys/
obj_start_time 2000,000,00,00,00.0
obj_end_time 2100,365,23,59,59.9
calib_start_time 2000,000,00,00,00.0
calib_end_time 2100,365,23,59,59.9
integration_time 150

> cd working_directry
> VERA_AmpCal –param VERA_AmpCal.A.prm

メッセージが大量に表示・・・



VEDA実行例：VERA_fringe



VEDA実行例：VERA_selfcal



VEDA実行例：VERA_mapping
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 観測数と処理数の統計

 割り当て数（８月２８日まで）：計９３観測データ

 処理済み数（９月１日現在）：計６４観測データ⇒進捗69%

処理データの例（データベース化してメンバーでは閲覧可能）

現在の状況

解析割り当て日
（仮想的な相関
処理日）

観測エ
ポック

観測天体名
（参考までに）

*ver9: 割り当
て

結果報告
メール

結果報告
ウェブ
DIVA

主なトラブル（ソフトの使い方、弱いメーザーの探し方、
位置やフラックス較正精度以外）

04/04-04/10 r08240b SY-Scl 柴田 7月16日 7月17日メーザー弱い、論文と位置・速度とも合わない？

04/04-04/10 r08213b SY-Scl 山内 4月22日 4月15日特になし

04/04-04/10 r08177b SY-Scl 新沼 4月28日 4月28日特になし

04/04-04/10 r08140b SY-Scl 金、松本、Jung
04/04-04/10 r08101b SY-Scl 柴田 7月16日 7月17日メーザー弱い、論文と位置・速度とも合わない？

04/04-04/10 r08055a SY-Scl 山内 4月23日 4月23日OGAのTsysを別途作成

04/04-04/10 r08019b SY-Scl 新沼 4月20日 4月15日特になし

04/04-04/10 r07353a L1204G 小山 5月25日 7月6日VERA_Integをしてもできた

04/04-04/10 r07341b SY-Scl 小山 4月22日 7月6日VERA_Integをしなければ解析可能

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・



 解析の詳細はメール、ブログへ登録

データベース



 解析の詳細はメール、ブログへ登録

ブログ



 慣れれば１観測あたり２～８時間程度の仕事量

 時間がかかるのは、初期トラブル時とOrion KLのような

スポットの多いマッピングが困難なデータ

処理時間の統計
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 いつから定常運用にするか？

 人員体制と割り当てデータのポリシーは？

 より効率を上げるには？

 精度検証：おもにAIPSとの比較

 どのような内容？どのデータ？

 どのような体制？

 キャリブレーション後の詳細なイメージングと解析

 イメージング後の位置天文解析の手法確立

今後の課題
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